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 イッテルビウム(Yb)原子は、(i) 安定な同位体が豊富に存在する、(ii) スピン禁制遷移が存在するた

め高分解能な分光が可能、などの特徴がある。この特徴を生かして、次世代の時間標準の候補の一つ

である「光格子時計」の研究[1]など、様々な基礎物理の研究に用いられている。Yb原子の 1S0 –1P1遷

移(波長399 nm, 線幅 29 MHz)は、極低温Yb原子集団を生成するための冷却用遷移として用いられる。

この遷移の同位体シフトや超微細構造の分光研究はこれまでに多く報告されているが、遷移の絶対周

波数値は、インド[2]、およびイギリス[3]のグループによる測定結果が報告されているだけである。ま

た、2つのグループによる結果には大きな不一致があり、依然として遷移周波数については議論の余地

が残っている。そこで本研究では、モード同期ファイバーレーザーを用いた光周波数コム(以下ファイ

バーコム)を用いて、Yb原子の1S0 –1P1遷移の絶対周波数測定を行った。 

 ファイバーコムの波長帯域は1~2 µmであるため、波長399 nmの光周波数を直接測定することはでき

ない。そこで本研究では、波長798 nmの外部共振器半導体レ

ーザー(ECLD)の第二次高調波発生(SHG)により399 nmのレー

ザー光を得た。得られた399 nmのレーザー光を用いてYb原子

の飽和吸収分光を行い、その一次微分信号によりECLD(798 

nm)を周波数安定化した。ファイバーコムの1596 nm部分を

SHG発生させることで、798 nmの光周波数が測定可能である。

周波数安定化したECLD(798 nm)とファイバーコムとのビート

周波数を測定し、絶対周波数測定を行った。図1は、今回得ら

れた予備的な結果(赤, 周波数の中心値)と、インド([2], 緑)と

イギリス([3], 青)のグループによる、174Ybの1S0 –1P1遷移の周

波数の測定結果を比較した図である。現在は、測定された周

波数の不確かさ評価を行っているところである。 
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Figure 1. Results of the 1S0-1P1 transition 
frequency measurements in 174Yb obtained 
by different institutes. Circle in red is 
present result. See text for the details.  
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